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The numbers indical 
the pholos'numbc1. 
,111 1 1 名 ： 怜紋 1/が絵螺釧盆 OTJ i llか代18 - 19c)
所）1泌 ： ピー ボテ‘ィ ・ エセックス 1·t1l物創＇［ アメ リ カ合衆 1 -r. 1
,'1', 質枯辿 ： 木製、漆唸、 1 /、I{絵、螺釧
所）l淡番',} : E-82670 
副げl 行
修J~闊 '· ~1,, 者
) J;[私~執判i:
1:111 i序 I り l
1:1 I :;~: 明/.Ii味叩
HI 1 /{明/11.味聖
l 鷲紋蒔 絵螺鈿 þÿvÆÿ修理後） lj 後）
/¥Jrd1ic1 Raden Tray wilh Eagle Palcrn (i.lrLcr rcsloralion) 
L J1i] 螺鈿 （接着後）
Raden 1/akic Nadel Tray with Eagle Palcrn (arLcr fixing) 
8
 
:-l 鷲紋蒔絵螺鈿 (,{; (1'. （修理前）
Moft,ie Noden Tray with Eagle Pattern (bdorc rcslorctlion) 
4 l1iJ 螺 jil （接着前）
Raden, Ma/de Raden Tray vvith Eagle Pattern (before fixing) 
20 
1' 修理概要
'-の盆は、 米 I i;. 1 セーラム Tliのピーボディ ・ エセ ックス l' !1T 物創＇｛ に所蔵され る 。 ピーボティ ・ エ
セ ックス t1.り物 fif,; は、 II 本ではE.S . モースのコレクシ ョンで知 られ、失われた II 本文化の一部
を イムえるものとして近年fr. I I を 集めた。 この盆はピー ポティ ・ エセックス 1· 1.り物創［のなかでも 、
洵' •j濱料部で1呆· ↑岱されてきたもので、制作年代がほしま確‘巫できる 輸出漆悩 として i'i: 1F: である 。
それは、 L 80 1 年 に 長 11!奇にオ ランダI ,q 旗 を 掲げて人迷した米 1 叶 の貿易船マーガレッ ト', ;-によって
I 1 I ,:1 位の l>fru磁悩、 1文 11!,か螺釧の漆 悩、 琢具類 とともに辿ばれた ことが，記録に残 さ i して いる 。
,_ = ンダを 辿 じて 艮 l崎か らヨーロッノぐに漆悩が大：化に輸出 さ i したこ とは、次第 に 明 らかにな
っ てしヽるが、ヽ 1 '1 11が、鎖 I r」状態にあ っ た 11 本がペ リ ー米航以削 に米 I , ;_ I の船の i) :_ 文を受けて漆岱 を
1 1 ・： 欣し、そ i しが米川 にイム えら i したという 'j,;.'必はこれまでも余リ 知 ら i して い ない 。 この盆はセー
一 ，ヽ iii にと っ ても 11 本 との父易の始ま リ を 小す ，記念碑的 な イr在であ っ た 。
'-うした背屎か ら、この盆は 1支 年 、 収蔵),ド に保祁店さ i し て きにのではなく、 1心扱間 に飾 ら i して
しヽ た。そのため、漆命）l如しの劣化、本地のN姐且が ；名： しく ，忍めら i しに 。 辿」:; にも数 1川 にわた リ、修
Jlj!_が施 さ i してきた ） 1多 屈亦があるが、その修Jり！．箇所• も 蔽出 し て しヽる状態であ っ た 。
平成 I 0年以在外 II 本古文術修似協力 ·h- 業の一 )汰 とし て 、修J用が必視す z. - t,ｷ リ、 I 0 ヶ ）］
あまリを経て、 平成 11年 3 J l 1 9 11 に •1'し 1 ・．した 。 その修」 り !_ 1ｷ. 和．と 、 池；j杏 によ って 得ら i した祈知兄
を 以 ド に報 古する 。
2' 形状
柘: 1, l 形の盆で、表側の中心にアメリカ合衆川の 1 月 哨であるハク トウ ワ シの紋 ，、；·;: が ii、1,; 絵であ‘
わされ、その間リ に池具螺釧の仕枝か散 らさ i し て I., ヽる 。 盆の緑のパぷには柘: 1 1 rnクの穴を I JH け、
料．：ち L と して I., ヽる 。 I'l J I多に変色し た 作ll分が数力所兄 ら i しるこ と から、給イ I : 盆として 'j翡祭に岱 を
附 き、 使川 していたようである 。
災側 は、後祉） のコ ルク N~の Ill、II が 2 カ所付 け ら れているが、）災ぷする際、盆 を 少し イ瑣 けて ;;,-;:
ゞ 、表側にあらわさ i した文 1'姐 を 兄やすくするためにつけら i したものと打えられる 。
3' 法 ） II 
蔽·人• 長 l 07.0 蔽人 11w; 79 _ 2 似i 6 . 3 
屁板）'/み 1 . 8 側椒）:/み 1. 4 (cm) 
4' 品質構造
朕はスギの -=.枚の椒を核 ぎ介わせ、柏 1 リ に形成し、緑を 丸 く 削り だしてある 。 これにヒノキ
の博板 を 1111 輪にして、緑に立ち」．．がりをつける 。 1付側か らもう ー枚の ヒノキ の孔り椒 を光 し込
み、 側板は 2 枚あわせになって いる 。 竹あるいは木釘を外側 1 (1i か ら斜め下に打ち込んで肱板と
側椒 を桜ぷし ている。 現在、 二種類の金屈釘が）氏泊i に兄受 け られる がこれは後補と考えられ
る 。
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喰膜が地lj 洛し て 本地 、 卜地のぷ出 し て しヽ る 部分から、 の リ や II蓼＇：りの、漆ではな しヽ材料で本地
に紙 を 貼 リ、 その I ·. に 漆で 卜地か付け ら れて しヽ ることが観寮される 。 ）i(板の衣 I (1 i と 緑の 立 ち 1
がリ 部分の喰股は視在、表而の劣化が辿んで しヽ るが、喰膜の観寮と 、 材料分析から、漆 を 喰
た後、錫粉を令1本 に密に d、り き 、透き漆を数 J11J 喰 り 込み、 H 卜げ として いた ことが判 明 した 。 災
血 もやは り錫粉をまばらに d、\! い て 透漆で喰 り 込めた梨（地 としている （分析帖米JI文 ？ ；． ］ ） 。 衣
災の冷股 ともに、 地 d、'i の ）JI I飾技法を手椒に見這1幻じ した 。
盆の 中 央には柘; I リ の形に 、1且色漆を涼 り、 令と 銀の 平蘭絵で米 1, ,. 1 の紋 ，'/ を表している 。 紋 ，ヽ；.-:o 
緑と 盆の緑の内側は、アワビの柑い 具板 を訓 く 知，ilｷ 状 に 切 っ て緊げた螺釧の線で 1メ 切 ら i し て い
る 。 紋意の外側には化枝が紋 ，‘礼 を 中心にはほ刈称のイ立 ;;1 ; に 2711,'i l 敗 らさ れ、こ の化枝 も Ii i ] じ
ビの博具 を 川 い た螺釧で、 具 を貼り 付けた後 、 具の表 1(1j に線刻 を施 している 。 災彩色は無い 。
5' 損傷状態
以前の修理II寺に盆令1本 に、 1本 i益で帖り の出 る樹脂がかけ ら れ、 その ,~・に茶褐色の透明樹脂が
裕ら れ、漆劉l莫の劣化部分に以透してい る 。 これらは）JI I 水エタノ ールで i'I 化 7 ・～ 。
底板木地の接合部 2 カ所に人 きな亀裂、隙!I 'd かあ る 。 これは 中 央 irn材の本地が大き＜沿 っ た
ことで引 き 起こされたものである 。 この亀裂に沿 っ て盆のよ、災ともに喰jj岱 の細かい亀裂 、 愕
き上がり 、 晶I] 治が兄 ら れ る 。 衣 血の桜合部の数力所に後補の紙が貼 ら i してお リ 、 オリ ジナルの
塗膜と ！叫焔に亀災、依I] 落が兄 られ）氏板 と 側椒と の接合 ；·11 1 に 亀 裂、 隙間が兄 える 。 裏而も木地の
接合部の亀裂に沿 って後補の修Jlj!_箇所があり 、 i'I い ィ i や汁焔のものが允限 さ れ、 県い墜料 と金色
粉で梨地の 1如じがなされてしヽる 。 この修郎材料については、 水に浴 け、 材料分析によ っ て 炭酸
カ ル シウムと 判明 した （分析糸心朱: fix ~ I;- 2 ) 。 卜地の後補修則部分は表、]災 I (1j とも に木地の接介
部の内lj れに沿 っ て 州似してい 、o) 0 
災 I (1 i の 喰 jj岱 は後補の樹脂に ） りJ: <投わ i してし ヽ る が、 1J1 央部 と ! ·. I汀＇州の劣化状態が明 ら かに拠六
リ 、これは1呆笠＇：さ れて いた状態、炭燒に よる ふ診吼限と 名：えら れ る 。 中 央部分の喰膜の1呆介状態 t
艮奸であるが、 Iｷ. ト· ti l l 分の喰ll葵は訓かく断文が人 り 、後補の 、＇，せ色喰料 と 、 樹）指が裕膜に没透し
て い る 。
螺釧の数力所に皐I] 洛箇所があ る 。 悩物 を ;;,'i': いた際につ い たと 息われる I'l 形のシ ミが命膜の数
カ所に少し られる 。
手ずれ等の判 111 か ら 緑の所 々 で喰jj如が剥がれ本地が兄 えて いる 。 側 1 (1 j に 所）l泌番 り を 心似 した
も の と同じ 白 い 喰料が付ィr"i し て い る 。 また側 I (1 i には喰jj岱の剥沿した部分、 ‘ り 初の木釘が抜けた
部分に 、 補充された後 Ill:の修J用の 際、 使川 さ れた ！且い 冷料が数力所に兄 られる 。 この他、 金）瓜
釘の先端が側板の外 に突 き 抜け て いる 部分があ る 。 また 1打ち 「·rn分の喰jj災に糾腐If! した部分があ
り、木地に貼 られた紙が i'I く 兄 えて しヽ る 。
6' 修理方針
現状保イf修則 を ）店本に 1 jｷ うが、後補の修J'I憎I ~分 に 関 しては検 ， i 寸 した I ·.、除ムできるものは取
り除 き、 ） ， ';·J I J H との 』.'iJ和 をはか っ た 1如じ を 1 jｷ 
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7' 施工場所
束ぶ I ,q 立文化財fiJI究所 修似技術部 第ー修似ア トリエ
8' 工期
fl成 10 イ I '· 5 J l 20 1 ~'I,: /J父 l 1 イ I '· 3 J l 191 
9 , 施工綱目
(1) •j,;. I jij 』 .'ij 杏、 'lj'.真廿立彩と記鉢
(2) 修」．り！・ イ/j: 業台および核イ''j°- 1: 具の製 イf
・ 修 」州台の設~ii ·、発注。
・ 樹脂で）氏椒の）又りに合 わせた ） 1多に受 け台 を 内側、外側の 2 枚作 る 。
(3) 後補の透明樹脂 と各種: j容剤の適1牛 'jふ馬灸
・ 透 IJ j樹脂の材質を確認 溶剤 を 部分的 に 'jふ険 し、喰膜 を i' I 化 させず に除 ../... \
できる 99 . 5% の工タノ ール を 使川 。
(4) 本地の接杓
• 本地がス キ材のため動 '-- く 、札廿幼 も 本地のイlji 条針 によるところが大 き い 。 以燒の変化カ
) t般人以後、木地がさ らに 直）) < こ と も 可態性 として も：え ら れにに リ ーニ ン グ と 作業
を 平:1 iｷ しながら 、 墜）l災 を修復す る !iii に本地 を桜杵 した 。 徐々 に ） I: J J を /Ji I えて 外れた ）i(板の
歪みを矯」 i:. し、友漆を如渡し、 4度イ,'j'- 。 4 炭イ•'id, 具 をつ けた状態で l , J l ll'd 漆 を 収乞媒 さ せた 。
肱椒の I又りを '1'ど仝に矯化する と 本地の 他の 部分に 負担がかかリ lJ「 にな祖俗 を招 くお そ れが
あるため 、 l氏板が側板 と接祈'. 1ij能 な段階ま での矯 化 としに 。 底板 は現在 も 中 央部 と 端部で
8 mm利の I又りが見られるため、 1呆イ［や ）J.!J: ぷの際、 ）i(板の形状にあっ た 台の I ·. t こ ;;り き、重
：化の 負担を分散 させ る l ・・大が必災 と 名：え られる 。
(5) クリーニング
・ 浮き 卜が つ て いる 飲）l葵、螺釧 を ）fィ（政紙 と 米枯）｝で仮 l 卜 めす る 。
• 水でi/11!. りを ifかに与えたスポンジで1玲＜ 拭 っ て 、 ほこ り や表 1 (1i の i りれ をふき取 る 。 令1本に
わた っ て何 111 1 かこの作業を繰り返 7 O 
・｝氏椒公の後祉lの登）l葵を浴剤で少しずつ除去していく 。 漆喰 ） l 匹［の断文や、 古色 を損なわな い
ように留邸する 。
・ 側 1(1i に付昨した I'I い 抱料を溶剤 と へ ら状の追具で除Lする 。
(6) 漆による登）l災強化と クリーニング
． 希釈した漆を徐膜にかけて合浸し 、 表T(i j の漆は残さずふき 取 る 。
(7) 冷）l如の亀裂、浮き 」こがりと螺釧の押 さえと 1妾イ"i"-
． 喰 ）j如 の亀裂 、 浮き上が り を支漆で/:1 ・・ 約する 。 l1 i]IIふに剥浴した途膜を貼り 戻す。 螺釧の浮き
土かりの押さえと剥落した断片の貼り 戻 しは、具の色の変化を防ぐため、漆は使）-, j せず、
汝透性を高めた膠を用いる 。 こ れらの作業は接軒剤を注人後、 余分な接着剤をよ＜拭き取
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り、 2 ~ 3 I I !I'd しんば り枠 を ‘ り てて ） ,: イ` 介し 収狐始 させた。
(8) 隙間の 如渡．
• 本地の隙間 を 刻苧漆で喰膜 1(1i より 段 卜.げた 1(1 i までJlj!_ める 。
(9) 後袖修」:111.箇所の除L と イ如じ
． ）氏椒災 1(1 i の後袖修Jlj!_箇所 を オ リ ジナルの命）l災 を 1蒻つ けな いよ うに貞水 とエタノ ールで除 J..、.
・ ナ椒を試作 し、検，沖の後、漆で）i';-J IJ 1: 1 との拙l利のとれた1幻じ を 1 iｷ う 。
(I 0) J;. 側の登） l如 の 1幻じ
・ 表側の釦l莫紺l洛部分に漆 を飲 り込み、 地の粉を d、りい てオ リ ジナルの冷）j~~ より •段 ドげた位
附まで下地 を作り、 漆で 1川 める 。 柿浪で）NJ I川 との色 を介わせる 。
． 錫粉による地蒔の想巫1如じ手板を 制作し、校料 と
(11) 修理作業終 （時の記鉢、 'I 真撮彩、 'rlx佑: ,1:: 作成。
修理後の別保存資料
・ 除去した後袖修似材料
・ 盆裏のコ）レク様のJWII (後袖） 21li 
． 劉l葵糾落片（位 j;り の確認できない もの ）
・ 手板狩料 3 、, ,',,: 盆表地 iiわ き 、盆災地 ii、h き、 盆災 1(1j 喰 ） l岱似｝じ 1 ·.程
分析結朱報化(1 )
束り (1 1 ,. 1 、'(文 ィヒ！！オィin:究IiJ1ｷ ~、 inj!:{. j"IJJ 
1' 試料
笠紋1/、'ii絵螺釧盆の修似に際して、盆の｝氏板災 I (1j 部分（試料/\.) と 盆のよ部分（試料B) か ‘
それぞれ試料 を採取し た 。 試料Aは令1本が '. .' .'; 色 で、政I: 、'仄状 にー カ 所の金 ）,·.r~, 様の部分が兄 ら i し
る 。 試料Bは緑の部分が筋状 に剥げており、そ i し以外の部分 は ！，せ色 で、所々 斑状 に令屈様の部
分が兄られるが、 A程は残 りがよ くない 。
2' 分析方法
令），1!1 ~姐物質の成分 を i1茅巫するために 、 X綜分析顕微鮫で）じ索のマッピング分析を 1 jｷ っ た 。
ッピングを h っ たのは、竹 に イf 在 の 11r fi尼 ，性 が , -::; しヽと r 想 された 錫 (Sn ) 、令 (Au) 、鉄
(Fe) 、 fl素 (S i ) の 各）じ索の 試料• に於 ける分 イI i状況である 。 分析条件は朽i l t (1997 ) に ） ，しつ‘
しヽ て 1 jｷ っ た 。
24 
3' 結果
いすれの試料でも、 ！！、！色 に兄 えて い た地の部分からは鉄が t に検出 された。 これに対 して政l
),',: 状の令屈様部分からは、以E,i ,',,: の分布 と 一致す る 形に錫の分イ0が検出 された。 なお 、 Bの 成料
で、冷）j災が糾げたような外兄 を小す部分か らは J ,~ 索も検出 さ れた 。 なお、令のイ{在 は令＜ 観祭
れなか った。
4' 考察
以 ! ·. の紺改か ら、 斑 .' , ' , ,:状 の 文様部分 は じ として 錫でできていると も：えられる 。 そして、令な
どの 、 その他の物質による装飾は想巫し にく い 。 なお、令 I (1 j に観咲 さ れに鉄や喰）l災 が糾げた部
分 と 兄 ら i し る 部分で観荻さ i した 」： t索につしヽては、喰装の段階で ） l l しヽ ら i しにであろう , •• 壌様物質
に起 1人l していると 打 えら れ る。 牛『 に喰股が剥げてみら 九る 部分 でそ())検出が訊' i ;JI: であること 力
ら 、辿}, :; の イ I : !ｷ. げが施 さ れて し ヽる部分では、こうした , .• 壌様·物質 （ド地か ） を ） ll しヽ たあと v~ 、
おそ らくは イ i機物（おそらく漆） で1 1 : U Yてし ヽ ることによるのであろう 。
引川 文胤
朽i I! ・ イ , ('IJj (1997) X線分析如微鋭による 文イじ財試料の分析、保イ{-科''/:3 6 、 9 1 94 
分析帖呆: '『I砂；' (2 )
束り( I 1,.1 , '(文 ィヒ JIオィiW究）り,· I  1-J I I リ ＇し(- . ~:'j i p・ イ I ;ｷI J l 
1' 試料の採取
1-1 盆の 災の盛リ Iげに使） ll さ i し て しヽた 如屈材料（試料a)
盆災 I川の ひびわれに、試料aでモテ リ ングした I ·. に、'..I.し色喰料で補彩がなさ i して しヽ た 。 試料. ,
i'I 色 l 1 1il i本で名アンモニア水浴液 に浴解する 。 エタノ ール喰イいこよ り，；式料表 血 に粘り が感じ ら れ
る。 成料a は 薄 ＜冷られて い るため 、 補彩 /'ill分を除ムで きたもののみ分析試料 とした 。
1-2 衣 1 (1 j イ I : Iｷ. げ喰料（試料b)
I I、1戸絵 盆の災州(1 j に冷られて いた褐色の透 IIJ j 冷料。 99. 5% エ タノ ールに溶解する が、水や70%
和度の工タノ ールには小浴であ っ た 。 99.5% エ タノールによ りよ 而か ら 拭い とったもののう
ち 、 !,'ii i本のままはがれた部分を分析試料とした。
2' 分析方法および結果
2-1 分析）j法
試料a 、 b に つ い て赤外綜吸収ス ペ ク ト ル分析 （株式会社島津製作所製 SHIMADZU FT 
- 1R8500) を KBr錠剤法により行 っ た。




た、 試料a に関 しては｝じ索分析 を X綜分析翡i微餃（樹堀
I 111/\の条件で1 jｷ っ た 。
赤外線吸収スペク ト ル分析の結呆C= O結合 と 息われる吸収が1500cm 1 付近 に人 きくあら i
れた。 また、 1000 -1200cm- '付近に辿統的な吸収 も 検 出 された 。 ）じ索分析の鮎米、カル シ ウ
ムのみか顕許に検出され、硫筑などその他の冗素はほとん ど検出 されなか っ た 。
2-2-2 試料bについて
赤外線吸収スペクトル法により、 3400cm'付近 にアルコール ·ltO - II による 吸収、 17 10
CITI - 1付近にC= O伸縮振動による 吸収、 164 0cm 1付近 に C= Cー による 吸収がそれぞれ検 出
された。これはセラ ッ ク の吸収ス ペ ク トル注］ と J I噌『 に近し 。
3' 考察
元素分析により試料aは炭酸カルシウム Li本のものと す（似し さ れ る 。 現在の ii i l阪モ デリング材
料にもジェ ッソなど炭酸カルシウム じ休のものがあり、炭酸カル シ ウム を 利川することは、欧
米の一般的修 f11!_ }j法 と 、息 われる 。 試料a は 工タノ ール によ り粘り を 感 じる 部分もあり、 }JII え
て、赤外線吸収ス ペ ク トル分析か らも 、吸収の Ii i ] 巫は できな いが、イi機物 と 息われる吸収が
1000 ~ 1 200cm'付近に観察 さ れて い る こ と か らも 炭酸カルシウム に接ィn剤などの布機物 を 混
ぜて川 いてい ると推巫 さ れ る 。
試料bの外外線吸収 ス ペ ク ト J レ はセラ ッ クのス ペ ク ト J レ と 酪似し てお リ、水のイパ［ によ っ て
1'I l蜀する ti :質も iJj:せ名 えると ， ；式料bはセラックである推巫 される 。 セラックは修岬材料とし て
の 11J逆性があることから、 欧米の修判！．では多く 使わ i しており、この i'11 1 1 に 関 して も 屈様の観、1 .' .i: か
ら表 1(1柑食料 として川 い ら れたのだと 息われ
注 l .H 本喰料検杏協会 ： 「 i食料川樹脂の )i";外吸収ス ペクトル集」 、 88 (1987) 
＜ 附 〉
鷲の紋章について
盆の中央に描かれた性の紋心't°: は柘: 1 リ 形 で、アワ ピの博具螺釧の線で緑収 ら れ、 ，＇ ．せ色漆命の I 。
に金、 銀の平蒋絵 と 付枯'i によ っ て 表視 さ れて い る 。 性がくわえた リ ポンに ，りかれた文 tの部分
は黒色漆で描かれている 。 現在、 性の見'.i 卜の雲と ＇ょ：に 圃 ま れた背後の 部分 は、銀か錆びて文様
が不明瞭にな って しヽ る 。 しかし‘り初は＇よの 部分には糸111 1., ヽ筋状の線が枯'j か i し、背以には札＇（ に ·jqj·
に線が細く入れ ら れ、見'.i Iｷ. にひとっ 、I .' .'· 色漆で枯'jかれた足の他にも、銀の 1/:炉絵で足が枯'iかれて し
たことが、 ク リ ーニングの作業途 中 で確認できた。 肉眼でそ 九を 認める のは 1水I り圃であり足の総
数は確定す ることは出米 な いが、令体の配 ;;ti':バ ランス か ら い っ て l 311i'i ll iり後である。
26 
mblem 
この紋1;団はアメ リカ合衆 l刈の国璽として、大悴会試によ っ て 1782年 に認、 11f されたものであ
る 。 現在、 1 ドル札の裂側に同じ紋章をみることができる 。 1776年 7 月 4 11 に独立宣言が発せ
られて以米、国旗よりはむしろ、国璽を設定す ることが優先的に大陸会議の主要メンバーの中
では考えられていた よう である 。 それはイギ リ スの紋臨への親近感や、政府の文書に効力を持
たせるために国璽を使用するという文化を彼らが持って いたためであ る 。 国旗のデザインは、
艦船旗の識別、 国への帰属を確認する必要から次第に形つくられたが、ス トライ プと 星の組み
笠紋蒔絵螺釧盆 27
合わせの況在の兄条旗の災索が旗の 1j1 に 祉ィi"i·. しても 、 その朴'{成や、人 きさは様々 で、 1 叶旗 と し
て受 け人れられるようになるには 、 1 8 1 2年戦伯までIIふ間 を か な り ＇災 した 。 また 、 1 861年 に始
る ,H北戦侑· 11『: 1iり まで 、 11,:ら軍ではこの笠の I El f:J終を 刺紬'j した 1『い旗 を合衆I r:. f 軍旗 として褐げて いた
のである 。 したかっ てこの盆の制作が II 本 に発注 さ れた ' 1 1111か、射条旗より も 性の紋 が：がアメ リ
カ 合衆 I El のシ ン ボル と してとらえら れて い たと 考 えること ができる 。
盆の紋 1,礼：の 中 で、 :i.密の 見'.i Iｷ. に 散 らばる星は本米、 ダ ビデの星の J I多に 1 3伽1 ;;.- ,: か札るのが正武マ‘‘
あり、これは‘り初 より、視介のが条旗で扱われて い る よ うな州 の 数には相 ‘りし な い ものであ
る 。 ダビデの足の中心に附かれる位甜の兄を、盆の紋咲では lllf;_一黒色漆ですi'r'i い て い る 。 注文の
原図が、すでにス ト ライ プの 中 に糾が適当 に散 ら された ものだ っ たのか、あ る い は II 本の職人
が意匠化したのものなのか。 こうした星の配附の追いの即山 は、今の段階では明 ら かでな い 。
1784年に中国との直接貿易が確立 されると 、輸人する 陶磁岱に ア メ リ カ人 は 1」,_ , 旗 を 掲げる 帆船
や、豫な ど愛国的なモチーフを 好んで注文 したが、旗のデザイ ンや配色に訓心の注総が払わ 1,'
ていたわ けではないよ うである 。 この盆の性の頒が）鳴の様に兄 えることも、 文ぶ〖が間延び し
いることも、小 さな掠図 を受 け取 っ た II 本の職人の解釈が汁ザ を 越えて別の 力. J 1 1] に 版間 した糾米
と捉えている 。
参考文献
.M. グイン ダー (1997 ) 、 ti I 1 I 光弘ほか訳、兄条旗 1777- 1 924、名 古）牡人:·予出版今
以前に行われた修理について
過去に数 1111 にわた り、修J用が1 iわ れて い た箇所が兄受 け られた。 ）i(板 と 、 側椒のはずれ を佑
めるために後補の鉄釘が 2 種別:[ 、 )氏板か ら 打ち付 け ら れて い るのを確認 した 。 ‘ り 初の）氏板 と 側
板の接杓には本釦（ある い は竹釦）が使川 さ れ、 側板外側か ら 創めに打 ち込 ま れて いた。 ま た
塗）j葵 の 愕 き 土が り部分 を処 ;;,-,: するのに、愕 き I ·. がり の間辺 を 長）j形 に 切断 し、衣側では紙 を則i
たり、災側では炭酸カル シ ウム の 如渡材でJlj!_ めて ！！，！； い 唸利を冷 り、）心Jin! に似せた硲）l災 を イI1
うとした）j法が採 られて い るのが確認された。
錫の梨地粉の使用とその効果について
蒔絵粉に錫を 1史川 す るのは、古米より類倒は確認できるが、それはほ と んどが銀色、あ る い
は 白の色彩を蒔絵の 中 に求めてのことであ る。 本作 i'11i1 において、錫粉の」．．に透漆 を 数 '"' 塗 り、
金色に見せた金の代川梨地粉 と しての使用法が確認され、これは輸出漆悩に川 い ら れた技法の
ひとつの側面を示すものと考えられる。
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On the Restoration of the "Makie Raden Tray with Eagle Pattern" 
in the Colection of the Peabody Essex Museum 
Yoshiaki Taguchi and Hikaru Gorni 
"IV/aide raden tray with eagle pattern" was La ken lo the city of Salem on th 
n exhibited al the Peabody 
paper wer 
lued onto the joint f the lray w i しh n〇ji
urushi. For decoration, nash、£Ji using Lin powder was applied over the entire surfa 
and an eagle pattern was depicted on the ccnler of l 
branch pa lterns cut out from thin she I  pi
witb mden techniqu 
'ondition of the tray before restoralion 
There were two cracks on the joints of the boards thaL form the base of the tray 
which had been caused by excessive drying. In addiLion, distortion of the base had 
ide and the base to become disjointed. Moreover, tin powder 
、 pr i nk l ed on the surface had coroded, causing the surface to become rough. 
Restoration in the Un it ed~tat 
In order to improve the condition of the tray, restoration had been made in th 
nitecl States. To stop the disjointing of the side from the base, long nails had been 
nailed at a slant from the base to the side. A part of one nail was found exposed on 
the surface and had become rusted. To fil the cracks on the joints of the base, strips 
of paper had been glued and varnish had been coated on the entire tray for 
protection. 
Restoration policy and method 
Restoration was made by using animal glue and urushi. For structural restoraｭ
tion, like that of cracks on the base and the disjointed parts between the base and 
the side, mugi-urushi and kokuso were used. Animal glue was used for surface 




Exfoliation of the cracked 
prevented by gluing smal 
aling [ilm and the rade1 that had b me peeled w 
f Japanese paper 
2 . Clea n,n ~ 
The surface of the tray was cleaned by using a cotton cloth saturated with 99.5% 
thanol (alcohol). 
Adhesion of crack 
M~ 嬰四shi was dissolved with a solvent and put into cracks and disjointed part r• 
for adhesion. Clamps were used to apply pressure to ensure adhesion 
4. Removal of mug臼心sh、i
Excessive mugi-urushi which had seeped oul al parls where clamps were used for 
adhesion by pressure was removed with a solvenl every day. 
5. Filling of kokuso 
that had been adhered with mugi-urushi were filled with 
麟uso, which is made by mixing hemp fiber and wood powder to 加r,gi-urushi .
6. Re-fixing of the coating film and raden 
Animal glue was used to refix the coating film and the rade, 肌 that had exfoliated. 
nimal glue was lowered before use by treating it in an ultrasonic 
7. R f lh 
ating film were reconslrucled by coating them with raw 
urushi and sprinkling jinolw, a method know as ma!, • ji in which the number of timr,c 
jinoko is sprinkled is adjusted by calculating the thickness of the coating film to b 
r d and in which the finished surfa tcd with persimmon tannin t 
match its color wiLh the surrounding area. 
Restoration was made by folowing the above procedure. This was the first case of 
nducting a full-scale restoralion of an exported urushiware. Unlike traditional 
repair, animal glue was used to adhere the coating film. Restoration using urushi 
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19 同（背 1(1i)
Makie Raden Tray with Eagle Pattern, back sicl 〇 ra u o
20 虫累鉗11疹珪U前
Raden (before restoration) 
23 同修理後
A film (after restoration) 
24 塗膜修理前（背血）
A film (before restoration), back sid 
26 塗膜修理前（背 1 (1 i )
A film (before restoration), back sicl 
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29 接ィi"i"" r. 具の製作
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Fixing wooden body 
35 クランプによる接着









Temporarily fixingしhe fi Im with Japanese paper 
(close-up) 
, 、- ., 





39 必漆のクリ ー ニング
Removal of the excessive mugi urushi 
41 クリ ー ニングの前と後
leaning (before and after) 
36 桜府の確認








 37 }((/波紙による和l知の1炉 J .:
Temporarily fixing the film wilh Japanes 
40 fi友 fl lf i令 II 災 0) ク リ ーニング
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Reinforcement of the film with urus如
,1 ·~ 釈 111.r. O
0 aown me n1m ov sm加
44 )j蓼に よ る 螺釧の再接着 （接着前）
Re-fixing raden with animal glue (before re-fixing) 
47 刻苧の充順
Filling damaged parts with kokuso 
怜紋蒔絵螺釧盆
48 隙間の充瑣
Filling the crack between the brim and the board 
49 後補部分の除L・ （背 1(1i )




. ｷ, , 
1 
raw urushi 
on o Dci 
Coating with raw urushi 'atin.o: with urushi 
